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乳酸並びに低級直鎖脂肪酸の Mycobacteriaに及ぼす

呼吸促進作用主菌の毒力との関係について

佐藤孝治

(北海道大学結核研究所細南部:主任 大原達教授〕

(昭和131年8刀20n受付〕

1 .緒 言

1933年 Loebel，Schorr， RichardsonJ)は，結絞l司

H37株lζ ・定濃度の乳酸を酸化し得る能力のあること，

ならびにこれによって哨捕の促進が認のられることを観察

し，これより生体内の血液や白血球中の乳酸は山生存の

energyを与えるものと考えた。かかる考えを支持する成

績は最近も 2，3の学者ーによって報告されている。例えば

1948年 Schaefer2)は，乳酸のみを唯一の炭素源とする

Dubos哨地の中で人型結校!りが発育し得ることを観察

し Edson3)は M.phleiの抽出液が L(十)乳酸を強く

酸化することを認め Geronimus吋もスメグマ肉と人型

的 H37株から同様な extractを取り出している O さらに

Geronimusは Mycobacteria の乳酸利用の至適 pHは

6.5以下であることを観察したが，彼はとのことと，一般

に炎症部位の pHは bloodlevel (pH 7.4)よりも低く，

時には 5.9科度までも下り得るという古くからの報〆白のも7)

とを考え併わせ，病原性 Mycobacteriaは非1府以性の

mycobacteriaよりも乳酸をよりよく利用し得るのではな

いかと想像した。ことに炎症古15fとみられるごとき酸性の条

件下においては， 25力閣による乳酸利用がJm定i者によるそ

れよりも遥かにh丹波であろうとの推定の円ζ，彼はいろい

ろな pH域において，人型的と他の抗酸I:;jとの乳酸化作用

を比較検討しているの。 しかるにその結果は彼の子:tf;(と全

く逆であった。 オなわち乳酸による!省の呼吸促進作用はそ

の閣の毒力と反比例し， 毒)Jが強い strain程酸素消費率

は少いことが分った。それにしても，もし乳酸利用の多寡

だけによって Mycobecteriaの毒性の強弱が判定し得られ

るならば， Geronimusの実験はまさに雨期的なものとい

わなければならないであろう。しかしながら的の呼吸は，

菌の培養条件，培養期間， f道懸濁液の作製方法，その他種

々なる因子によって影響され易いものである O したがって

上述のごとき Geronimusの実験的を再確認することは決

して1，Q¥立義なことではないと考会え，著者はつぎの実験を行

った。

2. 実験材料および実験方法

(i)使用菌株

実験 11ζ使用せるもの:人型結核問iH37 Rv抹(強

志株)，人型閃仲野株(強毒株)，人型菌今村存文字株 (g5]

毒株)， BC G予研株，烏型的 A71株， M. phleiおよ

び M.Smegmatisの7株。

実験2に使用せるもの:応型l右A71株，人型結核C?j

HR7 Rv株(強志株)，及び H37R均株(無毒株)， BC G， 

M. phleiおよび M.Smegmatisの6株。

実験31ζ使用せるもの:人型耐絞I制中野株， [UJ今村株，

問 H37Rv株， I;，J H37 R.株および M.phleiの5株。
以上の存関株は[，)ずれも当結核研究所に保存中のもの

である O

(ii) 倍地および培養法

小川市地に 370C(こて晴美し，培養日数は M.smeg-

matisおよび M.phleiは4円問，仙のl者株は 12日乃至

14日間とした。ただし実験3においては小川府地の代り

に一部 Kirchneri立地を使用し，培禿日数も表31こ記載

したこ、とき種々なる日数のものを用いた。

(iii) 菌懸濁液の作製方法および菌量

培地成分を含まぬように(特に液体府地からのものは

白膜を蒸溜水にて十分に洗糠する)保取した閣を，型のご

とく水品玉入りコノレベンにとって振渥法により磨砕し，蒸

溜7]<.1こで percc 20 mg乃至 50mg (wet weight)の懸

濁液とした。なお実験lおよび2においてはとの懸濁液中

の生間数を定足培養によって測定し，これより各実験偵を

十甫iEしfこO

(iv) 緩衝液

実験 11こおいては 1/15M. Soerensen燐酸緩衝液の

pH 6.2， 7.0，および 8.0の3種，実験2においては血液
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の pHIζ近似する pH7.4のもの，実験3においては pH いて最も高く H37Rv 株において最も低い。その他の r~-!i

6.8のものを用いた。 株は， M. smegmatis， A 71 株， BCG，今村株，仲野株

(v) 基 質

実験lにおいては 1%の中性:rL酸塩，実験2において

は 0.1M.の formate，acetate， propionate， および

butyrate を用い，実験3においては7i.計予II，Jの人静脈血の

平均渋皮lこ当る 0.213;;ぢ乳酸1111~を使用した。上記の各塩は

各々の酸を~J性ソーダで上記の品J:H支になるよう 1)1和したも

のである。

(vi) 測定方法

Warburg 検圧，nlこて目立京iiH'!it;:を測史し， /jc:バ:され
たJj;酸ガスは Warburg百出"iUj{の 10;;ぢ苛性ソーダ(5 

ml)で吸収した。芥日告の主玄には lmlのI¥'i!出向i校および

13mlの絞j;l!j伎を入れ，側主ぞlこは 0.2mlのi，J;引を注入す

る。ゴシトローノレr布市の鳴fTは N~~.1 の I\: りに irîl じほの蒸jf河

水を人れた。

3. 実験成績

実験 1. Mycobacteriaの乳酸利用と pHとの関

係について

ワーノレブノレグの各芥器にjJUえる燐酸緩衝液の pHは前

述のごとく 6.2，7.0および 8.0の3種で，用いた;，vnは
すべてあの ~odium L (+) lactateである O 各容器は 20

分rm恒j品構に山いて平衡せしめ，その後両11京の Substrate

を主室にあけ，TJ}び 10分間、v衡させた後，コックをI~Jち
て21時間後lこ測定した。成むiはすべて3E'J探り返した結果

の平均値である。

乳酸のl刊におよほす酸素消資促進は， M. phlei にお

第 1図各 pHにおける乳殿山の Mycobacteria
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のJI買収で上述 2崎株の中間を占めた。今 endogenous

control における酸素消費量と乳酸添加]11寺の酸素消費量と

の比をとって全成績を関示してみると r~1 のごとくなる。

すなわち M.phleiは pH6.2のときこの比が 9.5，

pH7のときには 8.0，pH8では 5.0と被検7株の巾最も

市:jG)仰を示し H37Rv株はこの偵がそれぞれ pH6にお

いて1.35，pH 8において1.01と最も低い仰を示してい

る。イ也の 5r有株はこのrj1同 2.6より1.2位までの仰を占め

た。なおこの実験においてわれわれが汀]G)た13型i有 A71 

の手L政による酸素消印促進率が比較的可かったことは注日

される。すなわちその似は pH6.2において2.1，pH 7.0 

において1.83，pH8.0においては1.81を示し， M. phlei 

を!なく他の6株のなかでは平均して最も刊しユものであっ

た。この成約は Geronimusの丹]いたねY型的が，t;:J)1日iとし

ての態度を示しているのと対照的である O

表 H37Rv株および M.Phleiの酸素消費

におよぼす乳酸塩の影響

\~旦株 H 37 Rv M. phlei 

ド戸iH瓦IH.  "'" OT(，j百砺! 下正面Z
H¥¥町!内呼吸|乳酸出|内呼吸|乳酸出

8.0 20.1 20.3 I 54.0 I 200.4 

7.0 28.2 I 38.1! 39.0 1342.7 

6.2 弘ラ J 弘 9| 立 7 I 379.4 

表における乳酸塩の濃度は finalconcentationを示すc

さらに図における ζれらのカーヴを観察すると， M. 

phleiと M.smegmatisにおいては pHが 6.2から 7.0

に上ることによって酸素消資促進率が著しく低下する。放

にとれら 2つの strainの乳酸酸化至適 pHは7以下にあ

るものと考えられる O

つぎに最刊の乳酸利用を示した M.phleiと，最低の

H37 Rv株とを比較するため，実験成績のうち代表的な7

例を示すと表 lのごとくである O すなわち M.phlei にお

いては H37Rv株に較べ乳酸添加時の呼吸量が格段に多

量である O

実験 2.低級直鎖脂肪酸による菌酸素消費量増加と菌

の病原性との関係

4種の低級i夜鎖脂肪酸暗証，すなわち蟻酸，酷酸，プロ

ピオン酸および限酸の Na時五を含む4個の零器と，それぞ

れ 1個の endogenouscontrol容器とを各菌株ごとに用

恕する O 方法は実験!と同じであるが測定時聞は1.堅持問

とし，また菌量は percc 40 mgのものを用いた。

上記4種の脂肪酸砲による各閣株の酸素消費量増加の



低級脂肪酸の Mycobacteria酸素消費におよぼす影響

0.008M. 0.008M. 0.008M. 0.003M. 

1___ForIf1~t.: Acet~.~:'H c-::-;;， __Xropionate~.， Butyrate 
同呼吸 ...._1内1向日| →寸雨明司| 府羽

駿素消費|する榊加率l政素消費 lずる附加ギ限素消'1:するl曽加率|酸素消費 iする増加率
(%) I (%)! I (銘 I (%) 

2ラ 19.3: 24.8 I 15.5 I 22.2 7.7 I 24.8 15.7 

33.8 

.14.8 

48.3 

104.8 

102.6 

36.ラ 29.9 36.8 36.9 

60.3 38.6 56.5 27.9 

6ラ.5 66.8 68.2 72.6 

109.0 64.1 142.9 115.0 

97.4 42.1 107.1 51.1 
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21.2 31.1 11.5 

21.9 4ラ.4 28.0 

66.3 63.1 70.9 

ラ8.9 115.1 72.9 

13.8 107.2 ラ0.6

表における各 Substrateの濃度は自na!concentrationを示す。

tlj1予を調べると，表2のごとくなる O

各々の数111'(は2同lの実験のτド均的である O

すなわち去にみるごとく， M. smegmatis， M. phlei 

および同型崎 A 71の3株における酸素泊JJIJの'i;U合法， lk

高 115%から (Smegmaに対する acetateの影響)長低

でも 42.1% (ph1ei fこ対する formateの影響)と高い価

を示しているに反し， B C G， H37 Ra 0日株の酸素消民地

JJII率は遥かに低く(1&:ri与38.6%)， H37 Rv株に五つては最

もJ首}JIlギの";;JC)ものですら 19.3形という最小の怖を示し

ている O したがって実験lにおいてみられた関係法低級脂

肪政の段初の4つに対しでも大休成虫することが分った。

ただし非病原性抗酸r<:iである M・phleiと M.smegmatis 

相互間においては lactateの場合と逆に，後者のプjがこの

実験のすべてのJ品質に対して両い酸素if~'t'i 1¥'11JII率がみられ

7こO

つぎに)lf)JWiH37 Rv株と知，)UNH37 R.株とを比較
してみるに， butyrateの場合を除き， formate， acetate， 

propionateの何れに対しでも，切らかに H37Ro，体のみが

脂肪政干IJ問度は的くなっている O この成約は Geronimus 

の主張を災者きするものである O なお各 I\'j除の酸素消(~~t

増加と各脂肪般の炭素数との聞には，特別な関係を見出し

fGないようである。

実験 3.乳酸の人型菌結核菌に対する呼吸促進作用と

菌の毒力との関係

以土の実験により，病原性 Mycobacteria と非病原

性 M.ycobacteriaの間には， lactateならびに低級脂肪

酸による酸素消費増進lこ著明な差があることを認めたの

で，本実験においてはさらに範問をせばめ，同じ人型的相

互間においても li力の ~)11度によって!日!じ関係を認めれ}るか

子tJかを調べてみた。基nとしては再び乳自主泡を使用し，そ
の濃度は安百円寺の人静脈JrrJL!l乳円安れ度の平均 11f(Iζ 主iる

0.213 96を用いた。なお対照として M.phleiを探び，j存

地にほ小川階地の他{こ一吉1Iに Kirchner培地を使用した。

また志力と乳酸酸化作用との関係は!引の培養R~I，と無関係

lこ常に成印するものであるかず7かを検するため，いろいろ

な ageの附についてriiJ一時禿条件で比校を行った。なお

木実験においてはつぎのごとき呼吸促進率を求め，これに

よって附株間の相違を比較した。これは近縁な strain

を比絞する場合，もし代謝過程に微細な差があったとレて

も，実験誤差に浸われ見逃されてしまう可能性が考えふれ

るので，これを除くためのものである。

I基'l'l添加後における Substrate
呼吸促進系(鈎=[f!askの殿素消費量

l子生i留水添加後におけるじontrol
¥flaskの駿素消費量

主'['1'添加1日における Substrateflaskの酸素消費量 1、
菜市来示五百Iこおける七ontrol flask o冨葉市賓蚕 ソ
x 100 

得たる成績は表3のごとくである。

小川上より也と 12日間培長の必JE斥iイ中野株と弱毒I有今村

株との!点前を比較すると，乳酸による呼岐促進率はそれぞ

れ 21.1.47.9で明らかに今村伐において呼吸促進ヰ1は高l

いが， Kirchner 的地 1811 f!jJ供代のものにおいてはこれ

と反対の成績がみられ，そのtHr'(はそれぞれ 33.0および

16.5 と逆になっている。 16日間小JIIJ~干地尽奈の M. ph1ei 

の呼吸促進率はJ:s'j!t日数が長過ぎたためか 30程度の低い

ものであった。この2点を除けば，他の成績は Geronimus

のそれとほとんど一致している。特に H37R九と H37Rvに

ついては， Kirchner培地 12日間培養のもののものおよ

び小川培地 16日間培養のものをそれぞれ比較してみるに

いずれの場合にも H37Ra株の方が H37Rv株に較べ著し

く呼吸促進率は大きしコ。すなわち Kirchner併地 12日間

格安の的についてみると H37Rv株は 25.2，H37 Ra株は

63.3の伯を示し，小J!I沼地 16日間土方式、のものについては

それぞれとの{l!(が 28.9，78.3と，後者において数段高

C)。したがって実験2および3を通じ， 1m存株 H37Rもの



表5 乳般塩による人型結校出酸素ii'j費の促進本

口 1 90分間の酸素消費 (μ1) i m 

l 詰 1 114Z |乳酸塩容器| 同

菌 株!百!日司flf而10.2m10.2 ml 進
1 (~g)!水添加水添加|乳酸出|乳酸塩! 率
1 ¥UJ
o
) 後 |添加前i添加I後

小川士白地にて 1211 I日IJ庁長j

仲野!24 ! 9.7!20.61 9.5 I 30.0 !22.1 

今村 I 40 I 10. 1 1 17.6 I 6.8 18.引 47.9

キノレヒナー.tB地にて 12日向上{S:j~:、

:;;:;l::1::::lz:|:;::|:;:;l:;:; 

f中
メ入
ブ

乳酸および低級脂肪岐による呼J没促進卒は，培地と闘の

ageとを問わず，常にお!系の強存ほ H37Rvより同i"，とい

うことができる。

4. 考 察

Mycobacteriaの呼吸に対する種々なる物貨の影響は

古くから検討されているが，その成演はかなりまちまちで

ある。1)，4)，7)，8)叶のしかし乳酸およびノノレ 7ノレ一塩法性脂

肪酸が Mycobacteriaの呼吸を促進することについては略

々各人の成績が一致しているようである O

19511，ドGeronimus& Birkelandは， Mycobacteria 

の毒)Jとおのおのの点!の乳酸，蟻酸，耐酸，プロピオン酸

および酪酸による駿素泊i'SJ曽川との聞には全く負の相関関

係があること，および乳酸については， mediumの pHが

酸性側に傾くにつれ (pH7.5から 6.2位までの問)，内

の毒力の低いもの程これをよく利用すること，をp忍め，こ

れによって的の毒)Jを鑑別し得るものと考えた。

物質代謝の相違から Mycobacteria の[:rj型乃至毒性

を銃刀りしようとする試みは百くから種々行われている。例

えば戸ー出14)は Mycobacteriaのワレアーゼ作用の必ωに
よって応型除lを他のrW型から[ス別できると発J友し，さらに

彼は15)カタラーぞおよび peroxydaseの強弱より人型，

牛型，烏型，冷血動物結核的および非病原性抗酸的の各々

35 

を鑑別できると主rJli:した。しかし山村(好)16)により戸田

の成績は存定されている O またlij村(ほ)17)は物質代謝の

定性的な善進により的型を区)jiJせんと試みた。口IJち人 1~ ，

牛型結/核的および BCGの内部呼吸は安息吾酸およびサ

リチノレ酸によって促進せられるがブレンヅカテヒンによっ

ては若 IfSii'占せられる 'jf，九型的はこれに反しブレンツカ

アヒンを般化的lこ分解し川る事， )1的141性 Mycobacteria

はこれら三者に対する態度が-jとしていないこと，などを

観察して1'11互の鑑別lこ役立てようとしている。また彼によ

れば，耐熱性 esterase は烏型的に泌する各地味のみが有

し，他はこれを有さなし 3かあるいはその存在が確iuEされな

かったという O さらに彼は，酸性 phosphomonoesterase

およびアルカリ性 phosphomonoesteraseの耐熱性いかん

により， M. phleiとその他の Mycobacteriaを分類でき

ると報ノ与している O しかし山村自身も述べているように，

以との分類乃宝鑑別は決して clear-cutなものではない。

各閣型の区別，毒ゼEの強弱などを動物を用いずしするに，

要て簡単に鑑別することは，生物学的に重要であるだけに

いろいろと研究されているが，いまだ確実な方法はないと

いうのが現状である。

抑々毒力乃至毒性とl)う概念自体が，現イL明確に定義

されているとは云い難い。一般に!おの毒)Jとは，今日の細

菌学的知識をもってすれば，各微生物のはっきりと限定さ

れた，永続的な，内花的な性質ではない。古い細菌学にお

いては，一時，感染の過程が示すさまざまな特性をほとん

ど病原の側に関係づけて考えていた時代があった。しかし

問題はそれ程簡単ではない。何となれば，病気を作る能力

は微生物のi司一種でも strainによって違うばかりでな

くつの strainにあっても dissociationの状態とか

in vitroならびに invivo におけるいろいろな条件によ

って毒力が迩てつくる。さらに，一定の約主lζ対して高度

の病141性を発帰する出|でも他種の動物に対しては全く無害

であるばかりでなく， I凶種あるいはinj系統の別の個体lこ対

しでも加害であることすらあり付る O したがってlおの毒力

に対しては，寄生休の性質が室長ーであるとともに出主の生

物学的性質と生理的条件も同伎に重要である。 ltjJちiおの毒

力は Dubosも説いている如く host-parasiterelationship 

によって規定される O

翻って Mycobacreriaの者力について考えてみるに，

上述の関係から如何にこれを定義すべきかは甚だ複雑であ

る。例えば，応型的はわれわれ人11日を主体lζ考えてみると

ほとんど#性はなし'0しかし維に対しては強い毒性を{j

レポ兎に対してもかなりの病原判手を持つ。したがってわ

れわれはまづ， {口J を :b~(学として毒力を定義するかを決め

なければならない。この点lこ関してはいろいろな見方が可
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能であろうが， Rich19)は仙校r'fJの市力を定義して「その 率がノかくなっているが Geronimusにおいてはとの順序

菌に対して感受性ある助物の正常個体の組織rjlで，そのIi'i が M.Phlei， M. smegmatis， B C G， H 37となってお

型の的が生存しJ首純し続けて行く能力の程度」と述べてい り，段も著しい相退は烏型日の!呉市立である O しかしこれを

る。これによれば烏型仰の毒力は，あくまでも見に対jる 烏型的の strainの差によるものと解釈すれば，他の成績

病原性を基準として論ずべきである。而して Geronimus については多少のずれはあるにしても(例えば phleiと

& Birkeland8lの災験において低級脂肪酸に対ずる態度を Smegmaの成紡は彼伐の仙が逆)略々一致したものとみ

みると，彼等の用いた烏型的は強存株としての成績をノJ~ ることができょう O

し，彼等の criterionである政素消資増加ギからいえば， 実験3は，上述のごとき乳酸利用と託手力とω関係がr:白
人型[有 H37株よりも毒性において上位に位する結果が件 **を人型i足lに限った狭い範凶においても成立つかどうかを

られている。本論文の標題に似げた h‘毒ノJ"なる言葉に関 調べたもので Geronimus こよれば使用法地と崎長日紋

しでも，その定義の当芥は暫く措き，一jぷとのごとき Rich とを問わず，存}Jの強い strainは弱古株よりも乳酸によ

等の定義にしたがう乙とにしたいと思う。 る呼!及促進本の低いととが証明されている O 彼が}jJいた 2

Geronimusの報告している如く，もし脂肪酸乃至乳 種類の人型的 H37Rv株，すなわち H37 R v CBloch)と

酸による Mycobacteriaの酸素消費増加の割合だけから H 37 R v (Dubos)において，前者は fully virulent 

菌の毒性を鑑別できるならば，方法も比較的簡単なだけに strain であり後者は slightlyattenuated strainである

確かに回則的な事柄といわなければならないだろう。しか が，これに一致して乳酸による呼以促進率は Tween.

しこの種の実験においては，閣の培養条件，および的の albumin培地9日開局長の場合前者 27%，後者 71%で

ageその他によってその成績は左右され易いものであり， あり， Oleic acidalbumin agar 18日間培養の場合も同

これに加えて上述のごとく毒力とは複雑な困子に関係する じく前者 45箔，後左 77%と弱毒ほの方が高くなってい

ものであるから，低級脂肪酸乃至は乳酸に対する態度だけ る。これに反しわれわれが比較した強毒人型的仲野抹と弱

で毒力を云々し得るか否かは J良重を要する所である。しか 毒凶今村株においては， ;J¥}I[培地 12日間培養のl誌につい

して著者の実験成績も，大体の傾向としては Geronimus てみると今村弱志徐の方が{中野株より呼吸促進卒は高い

の主張することき関係を認めるに者かでないが，彼等のど が Kirchner培地 18日!日]応義のものについてみると反

とく明確なものではなく，部分的には一致しない点も見受 対の成績が得られている。この成績は培地の差によるもの

けられた。以下彼我の成績を比較しつつ，若干の考祭を加 と考えるよりは， むしろI:[jの ageの相違によるものと考

えて見度いと思う。 えるべきご，教室の横)120)は一般に各 strainにおける:JL

実験lの粘栄を見ると，乳酸による各l:ti株の酸素mt主 酸の不IJ別手:が，此lの土庁長日数によって各臼特宥lこ変化して
増加は，大体各菌株の毒性と反比例している。 しかし 行くのをみている。ことに今村徐は比較的不定定な strain

BCG，今村株，仲野妹， H 37 Rv株間の差は少なく，こ で， {;中野株の呼l泌がかなり長期間略々一定した値をとるに

れよりi直ちに Geronimusの主張を肯定し得るか古かにつ 反し，今村抹のそれは早期に落ちてしまうことを考える

いては慎重を要するもωと考える。しかも著者の実験にお と，われわれの成績はむしろ当然の結果といえよう。しか

L γとは，烏類に毒性をもっ烏型的 A71株が，無言til岩また し昆jの ageについての Geronimusの成績と著者のそれ

は弱毒出iの H37Ra株， BCG，今村総等よりかえって手し との不一致が，それぞれ比較した strainの迫っている事

酸利用度が両かった。ただし著者が用いた A7I株は当酬 にあるのを着目すれば，著♂白の成績をもって Geronimus

究所保存のもので，実際の存力を難について調べた結果で の主張を百定する根拠となし得ないことはいうまでもな

は，さほど維に強い毒ゴJは有していないようであった。し い。この意味で興味あるのは著者の実験における H37Rv 

たがってこの成績は strainによるためのものであるかも と H37 Raの比較である。この場合は表 3の



もまた，数種のアミノ酸l乙対する H37 Raおよび H37Rv 

両株の態度の相遅から，この 2，l'，jjは間の鑑別がIIJ能である

と主燥している。

これらを考え併せてみれば，的の ageに関係なく，

人型的各株の示す微細な毒ブJの差が，乳酸l乙対する呼吸促

進率から判断せられるという Geronimusの主張は，同列

同系の極く近い strain相互の問ではこれを必めるのが妥

当であるかもしれぬ。しかし本実験でみたように，今村株

のごとき態度を示す strainもある事を二考えれば，これを

人型地全般におし広めて一般化した結論とするととは未

だ尚早な様に忠われる O 要するにわれわれは Geronimus

の結論を決して否定するものではないが，同時にまた，こ

れを全面的に肯定することも慎重を要すると考えるもので

ある。

5. 結 論

乳酸の Mycobacteria休止薗におよ lます呼吸促進作

用を各 pHにおいて検し，さらにこれを培ff条件および菌

の地英日数を変えて観察した。また4種の低級l白鎖脂肪酸

による Mycobacteriaの呼吸促進作用を検した。実験成

績はつぎのこ、とくである。

1) 各 pHにおける乳酸の各的株に対する酸素消費促

進率は M.phleiにおいて最も高く H37Rv株におい

て最も低い。 M.smegmatis，鳥型的 A71球， BCG， 

今村株，および{中野株はこの順序で上記2f汀禄の中間を占

めた。なお M.phleiおよび M.smegmatisの乳酸酸化

至適 pHは7.0以下にある O

2) 低級脂肪酸による菌の酸素消貨増加率は M.

smegmatis， M. phlei において;設も[肖く，鳥型l淘A71， 

BCGがこれにつぎ， H 37 Raおよび H37 Rvが最も低

い。さらに H37 Ra株と H37 Rv株とを比較すると，彼

検 substrateによる酸素消費増加率は明らかに前者にお

いて大である O なお脂肪酸の炭素数と呼吸促進作用との問

には一定の関係が見出せなかった。

3) H37Ra株ならびに H37 Rv株のI1弓株間におけ

37 

る乳酸による呼吸促進卒は，附の培茶条件， age にかかわ

らず，前者一のプjが常に大である。

4) 以上のごとく乳酸および低級脂肪酸による呼吸促

進率を比較するととにより，ある程度菌株聞の毒力の差を

鑑別することがしI能である O
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